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多鯰ヶ池

多鯰ヶ池



鳥取砂丘の東の玄関口にある山陰海岸国

立公園鳥取砂丘ビジターセンターでは、展

示やガイドによる案内で鳥取砂丘のさまざ

まな魅力を紹介しています。ここで色々な

情報を手に入れた後は、あなた自身で生き

ている鳥取砂丘を体感して下さい。

（問）０８５７‐２２‐００２１
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昭和21（1946）年に発見され、昭和30（1955）年、
昭和51（1976）年などに発掘調査が行われまし
た。この調査で、縄文時代前期から古墳時代ま

での土器などが多数発見されています。福部砂

丘の南側にあった湯山池の周辺が、人々の生

活の拠点になっていたことが考えられます。
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砂丘地は、各地で江戸時代から新田の開拓が推し

進められましたが、福部町の砂丘は海抜が約70
メートルもある丘であり、飛砂が激しく、水の確保が

困難なため、開発が大きく遅れました。大正3
（1914）年に浜本四方蔵が、福部の砂丘地でのラッ
キョウ栽培に成功し、大正6（1917）年には佐々木甚
蔵らとともに砂防の植林に全力をあげ、産業組合が

でき、栽培面積が拡大しました。昭和38（1963）年
には、農業構造改善事業により、山成り開墾という

起伏のあるままの傾斜畑のリスク管理が施され、農

道は舗装され、機械やトラックの利用が可能になり、

日本有数のラッキョウ産地として発展しました。

現在では、ラッキョウの花の咲く10月下旬から11月
上旬には、「らっきょう花マラソン」や「らっきょう花

フェア」なども行われ、観光やスポーツの場所として

も楽しまれています。

多鯰ヶ池は、砂丘が谷水をせき止めてつくった「せき止め

湖」です。江戸時代の古地図や文献では、北岸の大島は島

として描かれていますが、現在では押し寄せる砂によって

陸続きになりました。以前の多鯰ヶ池はもっと大きかったこ

とがうかがえます。また、多鯰ヶ池の東に位置していた湯

山池は、安政6（1859）年に干拓が始まっています。
飛砂のために田畑が埋まり苦労していた農民たちを救う

ためには、植林とともに湯山池を干拓し新田を作ることを

考えたのが宿院義般です。

多鯰ヶ池の水位が湯山池よりも17メートルほど高いことを
利用し、トンネルを掘りその水流に砂を流して湯山池を埋

め立てる計画を立てました。そして、明治4（1871）年まで
に約50ヘクタールを埋め立てました。
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山陰海岸国立公園鳥取砂丘ビジターセンター

には火山灰層はぎ取り標本が展示されてお

り、約6万年前に大噴火した大山火山の火山
灰と、その上下の火山灰質土壌が観察できま

す。これらの下に見える砂層が古い砂丘（古砂

丘）であり、上にある砂層が現在の砂丘（新砂

丘）です。


